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長
富
市

d

司
初
便
の
機
長
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
花
束
を
贈
呈

富
山
空
港
開
港

三
月
十
八
日
、
待
ち
に
待
っ
た
富
山
空
港
が
開
港
し
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
が
就
航
し
ま
し
た
。

富
山
空
港
は
、
北
陸
自
動
車
道
、
国
道
制
号
な
ど
の
幹
線
道
路

に
近
接
し
、
富
山
の
市
街
地
か
ら
約
7
キ
ロ
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
に
あ
り
、
正
面
に
は
立
山
連
峰
の
雄
大
な
景
観
が
臨
め
、
河

川
敷
を
利
用
し
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
空
港
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

ジ
ェ

ッ
ト
機
が
就
航
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京
ま
で
の
所
要
時

富山空港・空港ターミナjレピル・県道富山空港線が完成。 番機が新世紀へ向けて出発

聞
は
こ
れ
ま
で
の
二
時
間
か
ら

一
時
間
に
大
幅
短
縮
。
富
山

・
東

京
間
が
日
帰
り
ピ
ジ
、
不
ス
圏
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
や
物
や
情
報
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て、

産
業
、
生
活
、
文
化
、
教
育
、
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

活
力
が
み
な
ぎ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
十
八
日
に
は
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め
約
二
百
人
の
関
係
者

が
出
席
し
、
盛
大
な
開
港
式
が
行
わ
れ
、
中
沖
知
事
が
開
港
を
宣
言
。

ま
た
、
富
山
空
港
の
完
成
に
と
も
な
い
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ

ル
や
県
道
富
山
空
港
線
も
富
山
の
空
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
に

一
新
さ
れ
、
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
富
山
空
港
と
富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
、
県

道
富
山
空
港
線
を
写
真
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

中沖知事が力強く開港宣言

空港工プロンに8727，8737，

8767の三機がそろう

関係者がテープカットとくす玉を割リ開港を祝う

富山一東京線ジ土ット就航J



-・体験搭乗揺れもなくゆったりと

新空港にふさわしく 、充実した機能をもっ空港ターミナルピル

テープ力ツトを行う中沖知事ら

ターミナjレピjレの送迎デ、ソキや右岸堤防は、見学者でいっぱい
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立山連峰を背景に河川を利用した空港
から東京に向けて飛びたつ8737

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
も
一
新

新
空
港
に
ふ
さ
わ
し
く
、
充
実
し
た
機
能
を
有
し
た
富
山
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
。

こ
の
ピ
ル
は
、
旅
客
ピ
ル
と
貨
物
ビ
ル
に
わ
か
れ
、
旅
客
ピ
ル

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
。
一

階
に
は
、
チ

ェ
ッ
ク

イ
ン

ロ
ビ

l
、
到
着
ロ
ビ
l
、
中
央
ホ
l
ル、

物
産
コ
ー
ナ
ー、

案
内
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
二
階
に
は
、
出
発
ロ
ビ
l
、
指
乗
待
合
室
、

富
山
県
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、

三
階
に
は、

送
迎
デ

ッ
キ
、
展
望
デ

ッ

キ
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
ー

特
に
、

二
階
の

H

富
山
県
コ

ー
ナ
ー
H

は、

ど
こ
の
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ピ
ル
に
も
例
を
見
な
い
も
の
。
「
驚
き
の
と
や
ま
感
じ
る

と
や
ま

知
る
と
や
ま
」
を
テ
l
マ
に
、

富
山
県
の
姿
を
紹
介
す

る
ス
ペ
ー
ス
で
、
も
う

度
富
山
を
訪
れ
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
印
象
あ
ざ
や
か
な
、
や
す
ら
ぎ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

一
階
中
央
ホ
l
ル
に
は
福
田
繁
雄
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
H

水
の
オ
ブ
ジ
ェ
H

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
文
化
性
も
考
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

3 
やすらぎのコミュ二ティ ゾーンとなっている富山県コーナー
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空
港
道
路
も

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

富
山
空
港
と
国
道
叫
号
を
結
ぶ
県
道
富
山
空
港
線

は
、
富
山
空
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
、
予
定
よ
り
二

年
早
く
、

三
月
十
四
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
路
線
は
、
幅
員
が
二
十

M
、
電
線
を
地
下
に

埋
設
し
、
電
柱
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
夕
、
ゲ
ン
ジ
と
サ
ツ

キ
の
植
樹
帯
を
備
え
、
正
面
の
剣
岳
に
向
っ
て
真
す

ぐ
伸
び
て
い
ま
す
。

熊
野
川
に
架
か
る
空
港
橋
は
、
比
較
的
シ
ン
プ
ル

な
橋
で
、
高
欄
や
親
柱
に
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
り
入

れ
る
な
ど
、
郷
土
の
文
化
性
の
悦
点
が
導
入
さ
れ
て

4 

い
ま
す
。，骨吋

綴
一

if
線

開通を祝い車でパレード信号や街燈もしゃれていて 、電線も地下に埋設された空港道路
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ー般会計予算のおらまし

8.5% 

5.0% 

出歳入

3，313億3，488万円

歳

予
算
編
成
の

予
算
の
概
要昭

和
五
十
九

す
る
二
月
定
例
県
議
会
が
開
催
さ
れ
、

が
原
案
ど
う
り
可
決
さ
れ
、
昭
和

昭和59年度予算額

基
本
方
針 3，313億3，488万円-→支会計

523億5，268万円-特別会計

3，836億8，756万円

6 

言十• 

今
、
富
山
県
は
、
新
し
い
世
紀
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

い
ま
こ

そ
、
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
県
づ
く
り
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
築

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
と
き
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

同
の
予
算
や
地
方
財
政
計
画
は
、
財
政
再
建
の
立
場
か
ら
、
そ

の
規
模
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
県
の
財
政
環
境
も

一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
、
昭
和
五
十
九
年
度
予
算

の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
富
山
県
の
新
し
い
世
紀
の
基
盤
づ
く
り

を
目
指
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
最
大

限
の
努
力
を
払
い
ま
し
た
。

フ

県
民
総
合
計
画
に
も
と
づ
く
、
人

f

つ
く
り
、
郷
土
づ
く
り
、
産

業
守
つ
く
り
の
三
大
政
策
を
着
実
に
推
進
し
、
特
に
、
公
共
事
業
の

推
進
、
県
単
独
建
設
事
業
の
大
幅
な
増
額
な
ど
、

当
面
す
る
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
よ
う
積
極
的
な
予
算
編
成
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
二
十

一
世
紀
を
目
指
す
県
守
つ
く
り
の
基
礎
と
な
る
諸
事
業

や
長
期
的
な
プ
ラ
ン
守
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
た
め
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
点
的

効
率
的
配
分
に
十
分
留
意
し
、
歳
出
の
合
理
化
、
効
率
化
を
図
り
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

以
下
、
「
明
日
を
取
く
入
手
つ
く
り
」
、
「
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
、

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
L

の
三
大
政
策
に
し
た
が

っ
て
、
予
算

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



昭租59隼鷹富山県予
魅力ある郷土づくり

12? ，992万円

(単位百万円)重点項目別ー覧表
県民本位の計画県政

50，6?5百万円

活力あ~産業づくり
?5，314百万円

49，558 

校、、p

政

運

17 

効

率

イヒ

声~
昌

の

計
画
行
政
・
総
合
行
政
の
推
進

7

25，556 

林

水

産

業

の

振

興

曲
辰

技
術
立
県
を
め
ざ
し
て
附

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

m¥

総

合

交

通

体

系

の

整

備

生

盤

活

基

の

充

実

五r

31，022 

魅

力

あ

る

地

域

づ

く

り

明日を拓く人づくり

129，?O?百万円

心
ふ
れ
あ
う
快
適
な

暮
ら
し
の
実
現

1
1
9
1
 

若
者
と
婦
人
の
力
を
苅

社
会
に
リ

文
化
の
県
づ
く
り
鈎

声u，

~ 

習

の

推

進

涯

20，721 

社
会
福
祉
の
充
実

24，972 

健

康

"

つ

く

り



婦犠恥嚇柑義弘

患の長い健康づくリを県民総ぐるみで推進

スポーツについては 、地域の特色を生かした
r 1市町村 1スポーツ」の育成、小・中・高校生の一費した

シ‘ュ二ア対策を推進

太
閤
山
ラ
ン
ド
を
一
層
充
実

一_......譜園町 ，o'~)..... ./ 
県民大学校の春季・秋季講座を新たに開設

社会福祉については 、特に痴呆性老人対策を推進
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徽
健

康

ぃつ

く

り

。。生
涯
を
通
じ
て
、
健
や
か
で
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
は
、
「
自
分
の
健
康

は
生
活
の
な
か
で
自
分
が
つ
く
る
L

と
い
う
自
覚
に
支
え
ら
れ
た
健
康
づ

く
り
の
実
践
が
基
礎
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
の
具
体

的
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
、
日
常

生
活
の
中
で
息
の
長
い
健
康
づ
く
り

運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
生
涯
健
康
手
帳
の
交
付
や

と
や
ま
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進

め
、
指
導
者
の
養
成
、
活
動
組
織
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
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M

社
会
福
祉
の
充
実

在
宅
福
祉
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
拡
大

し
、
在
宅
老
人
の
た
め
の
多
様
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
を
図
る
ほ
か
、

世
代
間
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ

・
保
健
活

動
な
ど
を
対
象
と
し
た
老
人
生
き
が

い
対
策
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
新
設
し
ま

す
。

{呆る
護痴ち特
施呆Tに
設性
の老緊
整人急
備対の
費策課
、と 題

運しと
営てな
費、つ
、短て

社期い

会
福
祉
事
業
振
興
資
金
に
つ
い
て
新

た
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
相

談

・
検
診
事
業
の
充
実
な
ど
、
き
め

細
か
い
対
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
十
月
に
は
心
身
障
害
児
総

合
通
園
セ
ン
タ
ー
が
開
園
す
る
な
ど

学校教育の充実に努めます

検早充障
査期実害
を発強児
実見 化の
施のす早
すたる期
るめほ治
なのか療
ど神

経小療
障芽児育
害細が体
児胞ん制
や腫kのを

児
童

・
母
子
の
福
祉
を
進
め
ま
す
。

か
ら
の

特
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

「
一
市
町
村

一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
育
成

に
助
成
し
、
小
・
中
・
高
校
生
の

一

貫
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
対
策
を
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
六
月
に
は
総
合
体
育
セ
ン

タ
l
の
大
体
育
館
が
完
成
、
竣
工
記

念
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
国
際
大
会
を
開
催

10  

す
る
ほ
か
、
温
水
プ

l
ル
棟
を
建
設

し
ま
す
。

レ
タ
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い

て
は
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
常
願
寺
川
緑
地
公
園
の
秋

の

一
部
開
園
を
目
指
し
整
備
を
進
め

ま
す
。

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
立

中
央
病
院
の
和
漢
薬
診
療
部
門
の
開

設
や

C
T
ス
キ
ャ
ナ

l
を
増
設
す
る

ほ
か
、
全
国
で
も
数
少
な
い
リ
ハ
ピ

リ
テ

l
シ
ョ
ン
専
門
病
院
を
十
月
に

開
院
す
る
な
ど
、
医
療
体
制
を
充
実
、

強
化
し
ま
す
。

個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
指
導

者
を
県
外
か
ら
招
へ
い
す
る
ほ
か
、

県
民
大
学
校
の
春
季

・
秋
季
講
座
を

新
た
に
開
設
す
る
な
ど
、
生
涯
学
習

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
に

つ
い
て
は
、
昭
和
六

ー卜

年
四
月
開
校
に
向
け
、
大
門

大
島
地
区
に
新
設
高
校
を
建
設
す
る

ほ
か
、
新
設
コ一
高
の
完
成
、
既
設
校

の
増
築
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
教
育
相
談
体
制
の
拡
充
、

情
報
処
理
教
育
の
推
進
、
外
同
人
教

1 1 

師
に
よ
る
生
き
た
英
語
教
育
の
強
化
、

特
色
あ
る
生
徒
活
動
の
推
進
な
ど
学

校
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に

高
等
学
校
教
育
研
究
協
議
会
を
設
置

し
、
今
後
の
高
等
教
育
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

私
立
高
校
に

つ
い
て
は
、
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
援
助
す
る
ほ
か
、

経
常
費
助
成
に

つ
い
て
も
、
そ
の
水

準
を
維
持
す
る
な
ど
、
私
学
教
育
の

娠
興
に
努
め
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
の
整
備
に

つ
い
て

は
、
同
立
高
岡
短
期
大
学
に
対
す
る

支
援
、
県
立
技
術
短
期
大
学
に
、
県



婦
人
の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め

海
外
に
派
遣

地域に根ざした水準の高い文化を創造

内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の
中
核
施

設
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
セ

ン
タ

l
を
設
置
す
る
な
ど
高
等
教
育

機
関
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に

新
大
学
設
立
構
想
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手

す
る
な
ど
社
会
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
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物
文
化
の
県
つ
く
り

地
域
に
根
ざ
し
た
水
準
の
高
い
文

化
を
創
造
す
る
た
め
、

文
化
の
県
づ

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に

県
有
施
設
に
文
化
性
を

く
り
を
総
合
的
に
検
討
す
る
文
化
振

興
会
議
を
設
立
す
る
ほ
か
、
芸
術
文

化
振
興
基
金
の
拡
充
な
ど
を
行
い
ま

す
。ま

た

県
立
近
代
美
術
館
で
「
第

導
入
す
る
な
ど
、
文
化
的
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

~~(#!/%;~~~~ 
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右 ~
者 多
と 多
婦 後
人 多
の 多
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力
を
社
会
に

家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
が

一
体

二
回
富
山
国
際
現
代
美
術
展
」
を
開

催
す
る
ほ
か
、
博
物
館
の
基
本
構
想

と
な
っ
て
、
青
少
年
健
全
育
成
運
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
青
少
年
の
社
会
参
加
や

青
年
、
高
校
生
の
海
外
派
遣
、
少
年

'12 

の
翼
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
い
ま

す
。婦

人
の
潜
在
工
、
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
婦
人
問
題
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

国
際

理
解
を
深
め
る
た
め
、
婦
人
を
海
外

に
派
遣
し
ま
す
。

神. ) 

b叩 叩冒山えぷ議..J乞 曲 蜘 恥 4
県民総ぐるみで県土美化運動を展開

日
本
一
の
花
と
緑
の
県
を
目
指
し

町
並
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
を
整
備

消費生活の安定向上を推進

4砂

雪の克服と活用を目指し 、総合雪対策モデル事業を実施

崎通惨

交
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暮
ら
し
の
実
現

あ
た
た
か
い
暮
ら
し
づ
く
り
の
啓

発
活
動
を
進
め
、
家
庭
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
実
践
地
区
の
指
定
な
ど
を
通
じ

て
、
心
ふ
れ
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
に
努
め
ま
す
。

消
費
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た

め
、
水
産
物
の
流
通
実
態
調
査
の
実

施
な
ど
消
費
者
保
護
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
消
防
本
部
へ
の
高

速
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
な
ど
情
報

連
絡
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、
防
災
体

制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

県
土
美
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

県
土
美
化
推
進
会
議
を
中
心
に
、
「
ま

ち
ゃ
む
ら
を
美
し
く
す
る
運
動
」
、

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

や
県
土
美
化
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
な

ど
を
通
じ
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

日
本

一
の
花
と
緑
の
県
を
目
指
し
、

市
町
村
の
花
と
緑
の
運
動
に
助
成
す

る
ほ
か
、
町
並
み
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

の
整
備
や
、
花
と
緑
の
指
導
に
あ
た

る
グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
l
の
設
置
を
図

り
ま
す
。
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地
域
づ
く
り

生
活
水
準
の
向
上
と
潤
い
の
あ
る

豊
か
な
生
活
空
間
を
求
め
る
た
め

黒
部
川
な
ど
川
川
の
河
川
環
境
総

合
活
用
調
査
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

神
通
川
を
軸
と
し
て
、
寓
山
新
空
港

'13 

か
ら
富
山
湾
ま
で
を
結
ぶ

二
十

一
世

紀
水
公
園

(神
通
川
)

0

フ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

ま
た
、

雪
の
克
服
と
活
用
を
目
指

し
、
総
合
雪
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
、
海
洋
や
水
資
源
の
総
合
利
用
調

査
を
進
め
ま
す
。

快
適
な
県
民
生
活
が
営
ま
れ
る
よ

う
、
住
宅
や
上
下
水
道
な
ど
生
活
基

盤
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

特
に
、
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
の



小矢部川流域下水道の幹線管渠の埋設や浄化

センターを建設

整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
の

一
部
処
理
開
始
に
向
け
、
幹
線

管
渠
の
埋
設
お
よ
び
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

県
民
公
園
ね
い
の
里
に
、
鳥
獣
保

護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

黒
部
峡
谷
の
棒
平
地
区
を
整
備
す
る

な
ど
自
然
公
園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

県
土
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
砂

防
、
河
川
改
修
、
海
岸
保
全
な
ど
の

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
県
民
の

生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
安
全

で
快
適
な
県
土
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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m
総
合
交
通

徽

体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

早
期
着
工
の
た
め
の
諸
準
備
を
進
め

ま
す
。

富山圭港の緩衝地帯の整備に着手

ま
た
、
三
月
十
八
日
に
開
港
し
た

富
山
空
港
の
運
用
時
間
の
延
長
が
認

め
ら
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
管
理
体

め
る
と
と
も
に
、
東
海
北
陸
自
動
車

道
な
ど
の
建
設
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
、
合
理
的
な
地
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た

め
、
道
路
網
の
整
備
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

富
山
新
港
東
部
埋
立
事
業
の
推
進

を
図
り
、
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を

一

部
開
始
す
る
ほ
か
、
港
湾
施
設
に
つ

い
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

飲
酒

・
暴
走
運
転
追
放
県
民
運
動

や
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
運
動
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
標
識
の
整

備
な
ど
を
進
め
、
交
通
安
全
の
推
進

14 

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
空
港
周
辺

整
備
の

一
環
と
し
て
、
緩
衝
地
帯
の

整
備
に
着
手
し
ま
す

D

北
陸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
残

る
上
越

・
朝
日
間
の
早
期
開
通
に
努

と
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
努
め
ま
す
。

fß;fß;fß;fß;~移fß;

国警
際 援
化 努
時 後
代 務

対ヘ 多
応の 多

五
月
九
日
に
、
中
国
遼
寧
省
と
の

友
好
県
省
の
締
結
調
印
を
行
い
、
こ

れ
を
機
に
、
両
県
省
の
友
好
関
係
の

発
展
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
青
年
、
婦
人
、
高
校
生
の

海
外
派
遣
を
行
い
、
広
い
悦
野
を
持

っ
た
人
材
の
育
成
や
、
人
・
物
・
情

報
の
交
流
促
進
に
取
り
組
み
、
国
際

化
時
代
に
対
応
し
ま
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
建
設

(写
真
は
完
成
予
想
図

w
sh
f
!
 人的支流や試験研究機関の拡充による試験研究の充実

多多多多多多多多%多多

技 後
術 多
立 診

め県 教
ざを 多
し 多

て 多

技
術
立
県
を
め
ざ
し
、
創
造
性
豊

か
な
人
材
を
育
て
る
と
と
も
に
、
技

術
革
新
の
動
向
に
対
応
す
る
た
め
の

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

試
験
研
究
機
関
に
、

特
別
指
導
者
招
へ
い
制
度
、
技
術
開

発
留
学
派
遣
制
度
を
設
け
、

人
的
交

流
の
面
か
ら
試
験
研
究
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ま
』
今
れ
ん
、

試
験
研
究
機
関
の
共
同
研

究
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
産
業
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
な
ど
、
産

・
学

・
官
の
共
同

研
究
を
促
進
す
る
ほ
か
、
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
や
薬
事
研
究
所
の
建
設
な
ど

試
験
研
究
機
関
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

急
速
に
進
展
す
る
情
報
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
高
度
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
の
た
め
の
基
礎
調
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

多多多多多多多多%多多

盛畠 勾:;;

康 弘

林 系
水 多
産 後
業 努

振の 多
興

技
術
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
高
生
ぃ
並

高
付
加
価
値
農
業
の
実
現
を
め
ざ
し

15  

技
術
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
を
図

り
、
中
核
農
家
を
巾
心
と
し
た
兼
業

農
家
と
の
組
織
化
に
よ
る
集
落
営
農

体
制
を
確
立
し

地
域
ぐ
る
み
農
業

を
展
開
し
ま
す
。

稲
作
に
つ
い
て
は

地
力
増
強
を

基
本
に

地
域
ぐ
る
み
の
土
づ
く
り

を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
技

術
指
導
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
な

ど
、
う
ま
い
米
-
つ
く
り
チ
ニ
層
進
め

ま
す
。

水
田
利
用
再
編
第
三
期
対
策
に
つ

い
て
は
県
単
独
の
転
作
定
着
化
の



「特産王国」を目指し、県内特産品のイメージアップ対策を展開

活力ある地域林業の形成

商庖街の高度化、活性化を推進

た
め
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
他
用
途
利

用
米
の
秩
序
あ
る
生
産
と
予
定
数
量

の
確
保
を
図
る
た
め
、
県
単
独
の
助

成
措
置
を
講
じ
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
生
産

の
基
盤
と
な
る
肉
牛
改
良
増
殖
セ
ン

タ
ー
や
畜
産
団
地
の
建
設
に
取
り
組

テクノポリス建設に向けての施策を展開

む
な
ど
、
良
質
な
「
と
や
ま
肉
牛
」
の

生
産
拡
大
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的

な
畜
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

「
特
産
王
国
づ
く
り
」
の

一
環
と

し
て
、
特
産
王
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
対

策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
全
国
的
に

誇
れ
る
特
産
物
の
販
路
の
拡
大
と
生

産
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し

た
新
技
術
の
開
発
、
試
験
研
究
に
取

り
組
む
な
ど
新
時
代
に
対
応
し
た
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
間
伐
材
利
用

の
促
進
、
林
業
生
産
活
動
活
性
化

の

た
め
の
作
業
道
開
設
助
成
な
ど
、
活

力
あ
る
地
域
林
業
の
形
成
に
努
め
ま

す
。水

産
業
に
つ
い
て
は
、
公
社
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
助
成
、
県
営

用
を
推
進
し
ま
す
。

薬
業
に
つ
い
て
は
、
和
漢
薬
・
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
の
た
め
の

融
資
制
度
を
新
設
し
、
薬
業
技
術
の

一
層
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
事
研
究
所
を
移
転
新
築

し
、
技
術
指
導
の
中
核
施
設
と
し
て

の
機
能
を
充
実
し
ま
す
。
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第
三
次
産
業
の

mm 
mm

振
興

mm 中
小
商
業
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
、
地
域
商
業
近
代
化
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
、
商
庖
街
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に

対
す
る
助
成
、
診
断
指
導
の
拡
充
に

努
め
る
ほ
か
、
新
た
に
商
庖
街
活
性

化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
商
庖
街
リ

l

ま街ダ
観す機|
光 。 能の
に の育
つ 高成
い 度事
て 化業
はの
」 活実
い性施
き 化な
い にど
き 努商
富 め庖

山
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
別
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
県
内
で
の
観
光
展

の
開
催
、
観
光
映
画
の
制
作
な
ど
、

観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
シ
カ
ゴ
の
海
外
見

さ
け
・
ま
す
増
殖
施
設
の
増
設
な
ど

水
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
建
設
を
進
め
る

た
め
、
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

助
成
、
富
山
技
術
開
発
財
団
に
対
す

る
債
務
保
証
基
金
へ
の
出
摘
、
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
地
域
開
発
促
進
資
金
の
創

設
な
ど
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
に
向
け

て
、
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定

と
体
質
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
県

単
独
中
小
企
業
融
資
制
度
、
設
備
近

代
化
資
金
、
高
度
化
資
金
な
ど
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

小
規
模
企
業
対
策
と
し
て
、
経
営

指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に

地
域
小
規
模
事
業
活
性
化
推
進
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
経
営
改
善
普
及

16 

事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
業
に
つ
い
て
も
、

地
場
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ

き
、
総
合
的
な
振
興
策
を
推
進
す
る

ほ
か
、
県
内
地
場
産
品
の
優
先
的
活

に本
努市・
めに
ま参
す加
。 す

る
な
ど

貿
易
振
園1

m
m
M
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
 

仰
雇

用

の

安

定

中
高
年
齢
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い

雇
用
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
高
年

齢
者
特
別
求
人
開
拓
員
の
配
置
な
ど

に
よ
り
、
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進

と
雇
用
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、

高
年
齢
者
雇
用
対
策
研
究

会
の
設
置
や
マ
イ
ク
ロ
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
機
器
導
入
の
影
響
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
今
後
の
雇
用
対
策

17 

に
役
立
て
ま
す
。

職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
訓
練
機

器
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
中
高
年

齢
者
、
婦
人
向
け
訓
練
科
目
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
県
民
技
能
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
開
設
、
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講

座
を
設
け
る
な
ど
、
生
涯
訓
練
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

労
働
福
祉
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者

金
融
対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
ほ
か
、

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
建

設
助
成
を
行
う
な
ど
、
勤
労
者
福
祉

の
増
進
に
努
め
ま
す
。



匁

111万心ってyがあって、絞殺事gのブラ/がみつて

よ
日

υ

耳
由
主

ど

活
な
報

ス
広

パ

・

実

政

聴

充

県
公
を

行
財
政
の
簡
素
効
率
化
を
図
る
た

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

全庁的に文書の保管を整備

特
に
財
務
会
計
事
務
の
シ
ス
テ
ム
開

発
を
推
進
す
る
な
ど
、
事
務
の
機
械

化
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
機
構
に
つ
い
て
も
、

全
部

局
に
わ
た
り
、

一
部

一
件
以
上
の
簡

素
合
理
化
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職

員
、
警
察
官
、
中
央
病
院
の
医
療
関

係
職
員
を
除
き
、
職
員
定
数
を
据
え

18  

置
き
ま
す
。

県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
を
推
進
す

る
た
め
、
県
政
パ
ス
教
室
の
拡
充
を

事務の簡素合理を図るため事務の機械化を推進

は
じ
め
と
す
る
公
聴

・
広
報
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
情
報
公

開
準
備
室
を
設
置
し
、
引
き
続
き
制

度
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
全
庁

的
に
文
書
の
保
管
な
ど
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

計
画
県
政
を
進
め
る
た
め
、
県
民

総
合
計
画
に
盛
ら
れ
た
諸
施
策
に
つ

い
て
進
行
管
理
を
行
い
、
計
阿
の
基

本
目
標
の
実
現
を
図
り
ま
す
。



地
域
経
済
や
観
光
面
に

大
き
く
寄
与

五
箇
山
ト
ン
、
不
ル
は
、
第
a

ト
ン
、
不
ル

じ
百
五

十
灯
)
と
第

4

一ト
ン
、
ネ
ル

千

に
分
か
れ
、
第
.
ト
ン
、
不
ル
は
五
十
六
年
卜
刀
に
既

に
完
成
、
今
凶
は
第
-a
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
の
運
ぴ
に

な
り
ま
し
た
。

第
4

a

ト
ン
ネ
ル
は
、
五
十
五
年
七
月
か
ら
約
問
ト

億
円
の
工
費
で
着
仁
し
、
当
初
、
本
年
九
月
の
開
通

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

O
置
川
町
内
年
と
い
う
意
義
深
い
年
に
開
通
し
た
い
。

o
a
a
a
H

バ
ト
川
、

卜
五
日
の
川
県
立
山
校
入
学
試
験
に
間

に
合
わ
せ
た
い
。

2 0  

O

一
日
も
早
い
開
通
に
よ

っ
て
、
地
域
住
民
の
願
い

こ
L
U
、ζ

こ
、

o

t
t
f
h

ス
ふ
/
し

O
同
道
1
5
6
サ
の
唯
.
の
代
仔
路
線
と
し
て
の
長

裂
な
役
訓
を
判
、
っ
。

2 醐

・・.‘t :γ..表

な
ど
の
即
日
山
か
ら
、
ん
I

川
の
開
通
の
辺
び
と
な
っ
た

も
σ〉川

辺
3
0
4
U
は
、
北
限
凶
と
小
ぃ
以
凶
を
結
ぶ
-
般

川
辺
で
あ
る
と
と
も
・
」
、

.h
筒
山
と
砺
波
地
ト
々
を
結

ぶ
午
前
道
路
と
し
て
位
安
な
役
割
を
判
っ
て
い
ま
す

し
か
し
、

城
端
町
か
ら
.
下
村
に
ぶ
れ
る
山
越
以
一
川
は
、

21 

何
日
以
が
炊
く
、
以
山
し
て
い
る
な
ど
、

ー、

1
i
:
l

出
/
叫
円
t
似
H
J
h
目
川
い

岳
辺
路
で
あ
る
た
め
、
部

.h、
山
山
川
れ
の
危
険
性
と

濃
川
府
の
パ
ル
小
い
な
ど
の
忠
条
件
に
作
か
さ
れ
て

キ
AFlレ

た
ま
た

ト
a

川
か
ら
川
川
ま
で
の
冬
期
間
は
、
約

川
口
の
M
M
.-

と心
1
1

山
川
の
危
険
の
た
め

交
通
が
途
絶

し
て
い
ま
し
た

こ
の
た
め
、
こ
の
以
間
約
l
:
・J
の
抜
本
的
秩
備

を
a

・
・
卜
九
年
度
か
ら
開
始

こ
の
下
業
の
日
以
大
の
難
問
で
あ
っ
た
.h
閉
山
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ル

l
ト
が
約

5
キ
ロ
短
縮
さ
れ
る
ほ
か

丘
町
向
山
と
よ
川
一
跡
地
ト
H
の
辿

年
通
行
が
可
能
に
な
り
、
地
域
料
出
や
矧
光
刷
な
ど

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す



直
ち
に
自
動
販
売
機
か
ら
撤
去
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
収
納
し
、

又
は
撤
去
し
な
か
っ
た
と
き
は
三
万

円
以
下
の
罰
金

青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
阻
害
す
る

行
為
の
規
制
に
つ
い
て

金
銭
貸
付
け
の
制
限
(
第
十
四
条

県内における雑誌自動販売機設置台数の推移

富
山
県
の
明
日
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と

は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
責
務
で
す
。

@ 

@ 

こ
の
た
め
、
県
で
は
従
来
か
ら
各
種
の
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に

昭
和
五
十
二
年
に

「富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
L

を
制
定
し
、
関

係
機
関
、
団
体
お
よ
び
関
係
業
界
の
協
力
を
得
て
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
浄
化
と
青
少
年
の
保
護
育
成
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
著
し
い
蛮
化
は
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
環
境
の
複
雑
・
多
様
化
を
も
た
ら
し
、
好
ま
し
く
な
い
状
況
も
見
ら

れ
ま
す
。

環
境
浄
化
の
た
め
の

営
業
等
の
規
制
に
つ
い
て

童
目
庖
等
に
お
け
る
有
害
図
書
等
の

陳
列
方
法
の
制
限
(
第
九
条
関
係
:
・

-
・
新
設
)

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
一

有
害
図
書
等
(
県
が
指
定
し
た
も

の
)
を
陳
列
す
る
と
き
は
、
他
の
図

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
条
例
は
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

書
等
と
区
分
し
屋
内
の
容
易
に
監
視

で
き
る
場
所
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

違
反
し
て
い
る
と
き
は
改
善
勧
告

措
置
命
令
が
な
さ
れ
ま
す
。

措
置

命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
三
万
円
以

下
の
罰
金

有
害
図
書
等
の
立
読
み
の
制
止

(
第
九
条
関
係
・
・
・
:
・
新
設
)

青
少
年
(
十
八
歳
未
満
の
者
。
以

下
同
じ
)
が
書
庖
等
に
お
い
て
有
害

図
書
等
を
立
読
み
し
て
い
る
と
き
は
、

制
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な

関
係
・
・
・
:
・
改
正
)

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

(
昭
五
十
八
、
法
第
三
十
二
)
の
規

八
条
関
係
・
・
・
・
・
・
改
正
)

条
関
係
・・
・
・
・
・
改
正
)

正
当
な
理
由
な
く
深
夜
(
午
後
十

一
時
か
ら
翌
日
の
午
前
四
時
ま
で
)

青
少
年
に
対
し
て
、
み
だ
ら
な
性

行
為
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と

定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
貸
金
業
者

は
、
保
護
者
の
同
意
等
を
得
な
い
青

に
青
少
年
を
連
れ
出
し
、
同
伴
し
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

き
は

又
は
深
夜
ま
で
と
ど
め
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

少
年
に
金
銭
を
貸
付
け
て
は
な
り
ま

万
円
以
下
の
罰
金
又
は

そ

の

他

せ
ん
。

万
円
以
下
の
罰
金
又
は

科
料
)

科
料
)

み
だ
ら
な
性
行
為
、
わ
い
せ
つ
な

現
に
図
書
等
の
自
動
販
売
機
を
設

深
夜
連
れ
出
し
等
の
制
限
(
第
十

行
為
を
し
た
者
の
罰
則
(
第
二
十
四

置
し
て
い
る
と
き
は
、
六
月
三
十
日

@ 

@ 

@ 

お
、
青
少
年
に
対
す
る
有
害
図
書
等

の
販
売
、
貸
付
け
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
等
自
動
販
売
機
の
設
置
、
変

更
、
廃
止
届
(
第
十
三
条
関
係
:
:
:

改
正
、
新
設
)

図
書
等
の
自
動
販
売
機
を
設
置
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
に
届
け

22 

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
変

更
、
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か

ら
十
五
日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

(
凶
け
山
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
と
き
は

万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
)

有
害
図
書
等
、
有
害
が
ん
具
類
の

自
動
販
売
機
へ
の
収
納
禁
止
等
(
第

十
三
条
の
二
関
係
:
:
:
新
設
)

自
動
販
売
機
に
は
有
害
図
書
等
や

有
害
が
ん
具
類
を
収
納
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
収
納
し
て
い
る
図
書
等
ゃ
が
ん

具
類
が
有
害
指
定
を
受
け
た
と
き
は
、

ま
で
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
は
、
届
出
や
収
納
禁
止
等
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
)

な
お
、
詳
し
く
は
、
県
婦
人
青
少

年
課
(
宮
0
7
6
4
l
訂

1
4
1
1

-
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県内書庖における有害図書販売状況
(アダル卜ショ ップ庖を除く )

円
む
ら

1
，

F

h

d

4

句
l
'

日
・

8

日
・

7

7 

年
月

ムロ 日
・

7

日
・

7

日
・

6

日
・

6

日
・

6

臼
・

7
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術の
県立近代

美術館

昭
和
噌喧

十
九
年

県立近代美術館では、昨年度まで、の成果をふま

え、いっそう意欲的に 7つの企画展を開催します。

常設展示 120世紀美術の流れ」とともに、合世

紀の多面的な美術の様相を、世界・日本・郷土の

三つの視点に立ってとらえようとする、魅力的で

多彩な企画を順にご紹介します。

金山康喜「ヒラメと天秤のある静物」

ジ
ョ
ル
ジ
ユ

ル
オ
l

「
悪
の
華
」
か
ら
「
悪
魔

ν」

ジ
ャ

コ
モ

・
マ
ン
ズ
|

「着
衣
の
テ
l
ぺ」

単位:円

展 覧 ヨtエ』 名 一 般 高大生 小中生

. 1金山康喜 ・野見山暁治 ・菅井汲 ・田淵安→」展
周年

700(550) 500(350) 300 (200) 1 

-ジョルジュ ・ルオー版画展 ~ 700 (550) 500(350) 300 (200) 
"J凶作 'rJ~11 1!1l，日Eν1:'1，....正

-第2回富山国際現代美術展 !腕河i1;Ii戸時 800 (650) 600(450) 350(250) 

-ジャコ モ ・マンズー展
，.." ~f!."'" λむ音刊 k電 I ~; 

800(650) 600(450) 350(250) 

-現代日本美術の展望ーグラフイックアート&デザイン 700 (550) 500 (350) 300(200) 

観 覧料(入館料を含みます。()内は20人以上の団体料金)ム一
A画展覧

「わたしたちの壁画'85Jと「美との対話'85-収蔵作品から」は、入館料で観覧できます。
単位:円

立亙|

!ゴ|
4 岡山金「
月
14 淵安治暁山
日 一・康

5 L 菅井喜
月 展・
13 汲野
日 -見

本
県
出
身
の
作
家

・
金
山
康
喜
の

画
業
の
回
顧
展
。
金
山
康
喜
は
、
昭

和
三
十
年
代
初
め
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
具
象
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
な
が

ら
夫
折
し
た
油
彩
画
家
で
す
。
本
展

で
は
、
金
山
の
作
品
及
ぴ
関
連
資
料

を
中
心
に
、
パ
リ
滞
在
中
に
友
情
を

士
口
'
し
づ
」

ヰ
小
，
f
J
J

人
の
画
家
の
作
品
を
展
示

し
、
亡
き
金
山
康
喜
を
惜
し
む
と
と

も
に
そ
の
優
れ
た
画
業
を
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

5 オジ
月 l ヨ
26 

版画 ルジ日

6 展ユ
月 . 
24 
日

今
世
紀
美
術
の
展
開
に
多
大
な
貢

献
を
な
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ

・ル
オ
l
の
版
画
の
全
ぼ

¥ 

9 ズジ
月 ヤ
8 

展コ日
モ

10 . 
月

マ21 
日 / 

常
設
展
に
も
そ
の
作
品
を
展
示
し

て
い
る
、
現
代
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す

る
彫
刻
家
、
ジ
ャ
コ

モ
・
マ

ン
ズ
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の
初
期
か
ら
最
近
作
ま
で
を
総
合
的

に
紹
介
し
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
伝
統

的
風
土
に
深
く
根
ざ
し
た
ヒ

ュ
l
マ

ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
物
像
の
数
々
は

深
い
感
銘
を
呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。
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11 ア望代現
月 I I 

トグ日
日

デ&ラフ 本美術
12 
月 ザイ
16 イツの
日 ンク展

日
本
の
現
代
美
術
の
動
向
を
継
続

的
に
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
の
第

館

四
回
展
。
日
本
画
、
油
絵
、
立
体
造

形
に
続
い
て
、
版
画
と
ポ
ス
タ
ー
部

門
を
と
り
あ
げ
、
現
代
美
術
の

一
断

入

面
を
展
観
し
ま
す
。

う
を
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
夏
、
世
界

有
数
の
ル
オ
l
版
画
の
コ
レ
ク
タ
l
、

ハ
ロ
ル
ド

・
ジ
ャ
ン

・
F
・
ウ
ル
マ

ン
氏
よ
り
購
入
し
、
そ
の

一
部
が
常

設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
は
、
全
二
百
三
十
八
点
を
公
開
す

る
も
の
で
、
ル
オ
!
の
芸
術
世
界
を

存
分
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ワ 代現第
月
4 

展術美 回富山
日

9 
月
2 際国
日
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昭
和
五
十
六
年
度
夏
、
開
館
記
念

シ
リ
ー
ズ
展
の
中
心
企
画
と
し
て
開

催
し
た
「
叶
O
〈
〉
玄
〉

Z
C
宅
」

の

第
二
回
展
。

今
回
は
、
西
ド
イ
ツ

ス
カ
ン
デ

ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
と
日
本

を
結
ぴ
、
世
界
的
視
野
の
も
と
に
現

代
美
術
の
現
況
を
と
ら
え
、
そ
の
動

向
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
大
規
模
な
展

覧
会
で
す
。
会
期
中
に
は
関
連
す
る

多
彩
な
行
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

画わ
月 '85た
5 
日 し

た
ち

月
31 の
日 壁

「
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
」
展
の
第
四

回
展
。
県
内
の
児
童

・
生
徒
が
学
校

ご
と
に
共
同
制
作
し
た
大
作
三
十
点

を
美
術
館
の
広
い
空
間
で
展
示
紹
介

し
ま
す
。
過
去
三
回
、
回
を
増
す
ご

と
に
自
由
き
、
独
創
性
に
富
ん
だ
壁

画
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も

新
し
い
可
能
性
が
子
ど
も
た
ち
の
手

で
展
開
さ
れ
て
い
く
に
ち
が
い
あ
り
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ま
せ
ん
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収
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う
ち
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日
頃

展
示
公
開
し
て
い
な
い
美
術
作
品
を

テ
ー
マ
を
も

っ
て
展
示
す
る
収
蔵
美

術
作
品
展
。

移動美術館'84
一美との出会い一

昨
年
秋
に
開
催
し
こ
好
評
を
い
た
だ
い
た
「
移
動
美
術
館
L

M

M
、
今
年
度
も
ひ
き
続
き
、
黒
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

い

p
b
b
b
ふ

と
砺
波
市
文
化
会
館
で
行
う
予
定
で
す
。(
叩
1
竹
月
頃



2月16白
書留スポーツ振興財団が設立

体育・スポーツの普及振興を図る

目的で、財団法人富山県スポーツ振

興財団が設立されました。

この財団は、 6月に完成する県総

合体育センターをはじめ、 14の県営

体育施設の管理運営のほか、スポー

ツに関する相談、指導、調査、研究

などを行います。

2月17日
寝起特産王国づく り事業を推進

富山県特産王国づくり推進協議会

が富山市の県婦人会館で聞かれまし

た。この協議会で本県の優れた農畜

産物、工芸品を大々的に売り込むた

め、関係業界と行政が一体となって

県民意識の高揚を図るとともに、生

産の振興、市場の開拓、拡大に積極

的に努め、本県特産物のイメージア

ップを図ることなどを盛り込んだ推

進計画を決めました。

重点的に振興を図ってし、く特産物

として、農畜産物43品目、工芸品19

品目が挙げられ「特産王国・とやま」

の実現を目指します。

2月18日
麗単位価格表示に関する

県基準設定

富山県消費生活審議会(植村元覚

会長)が、富山市の県農協会館で聞

かれ、単位価格表示に関する基準を

まとめました。

単位表示価格は商品価格とは別に

商品の単位当りの価格を表示するも

ので、県内では一般小売庖 176、農

協27、生協 3の 206庖舗、対象品目

は精肉など21品目となっています。

実施は 7月 1日から。

2月20日
麗703件の行財政改革

富山県行財政改革検討委員会は、

59年度に取り組む行財政改革に関す

る改善報告書を県へ提出しました。

主な内容は、職員の適正配置によ

り職員を10人減らすほか、行政機構

の簡素合理化23件、事務事業の見直

し 594件、補助金等の整理86件など

703件とな ってい ます。

特に今年度は、住民サービスの向

上を図るため、住民に密接に関連し

た許認可等事務の全面見直し、出先

機関の事務処理権限の拡充強化を図

るとともに、情報公開制度の制度化

や財務会計事務のシステム開発など

の推進を図っています。

2月21白
鴎野菜生産者大会開催

置県百年と特産王国づくり事業の

スター卜を記念して、富山県野菜生

産者大会が県農協会館ホールで開催

27  

されました。

大会では、野菜生!主額を百億円に

増やすための基本方針が示されたあ

と、事例発表や大会宣言を採択して、

野菜生産の発展を誓い合いました。

2月29日~
嵐 2月定例県議会開く

昭和59年度予算案を審議する 2月

定例県議会が聞かれました。 3，313

億 3，488万円の一般会計予算など60

案件が一括上程され、中沖知事が提

案理由を説明しました。会期は 3月

23日まで。

3月4日
嵐イメージ、テrィレクター制度発足

県のイメージアップ推進策につい

てユニークな提言を随時いただくと

ともに、イメージアップ事業を演出

していただくため、本県出身または

縁故者で全国的に著名な活躍をして

いる方 6名に県のイメージディレク

ターを委嘱しました。

今度、委嘱した方々は、高野悦子

(岩波ホール総支配人)、藤子不二雄

(漫画家)、佃義範(おもちゃの(柑ツ

クダ社長)、辺見じゅん(ジャーナリ

スト作家)、長持忠徳(アー トディレ ク

ター)、山田完長(NH K放送総局編

成部主幹、前富山放送局長)で、任

期は 2年。

3月3日~
麗ポール・デルボー展開催

現代ベルギーを代表する シュ ルレ

アリスム(超現実主義)の巨匠ポー

ル ・デルボーの60年にわたる画業を

2月16日--3月15日

富山空港・空港ターミナjレピjレ・県道富山空港線の完成を祝って

行われた強工式

回顧する「ポール ・デルボー展」が

県立近代美術館で開催されました。

会場には、デルボーのもの静かで

幻想的な作品 125点が展示され、美

術フ ァンをデルボーの魅惑的な世界

に誘っていました。

3月78
~県工業技術センター起工式

高岡市二上地内に建設される富山

県工業技術センターの技術開発館新

築工事起工式が、中沖知事ら関係者

約100人が出席して行われました。

起工した技術開発館は鉄筋コンク

リート 2階建て、延べ床面積 1，382

平方伝で、 12月下旬に完成予定。

なお、同センターは、技術立県を

推進するための中核機関で、研究本

館、実験棟、技術開発館、エネルギ
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一棟を総工費約46億円で建設。61年

春にオープンする予定です。

3月108
~五箇山トンネル開通

国道 304号の城端町上田と平村梨

谷を結ぶ五箇山トンネルがほぼ完成

し、開通式が行われました。

(l 9~21;参照)

3月148
~富山空港、 空港ターミナルビル、

県道富山空港線完成

3月18日の富山空港開港を前に、

富山空港、県道富山空港線、富山空

港ターミナルピルが完成し、富山産

業展示館で竣工式と祝賀会が行われ

完成を祝いました。(1~ 5 ~:-参照)



昭和59年度前期技能検定

次のとおり技能検定を行います。

・職種

鉄工、造園、鋳造、機械加工、建築板金、防水

施工、塗装など49職種

・受検申請書の受付

昭和59年 4 月 13 日 (釦~ 4 月 24 日(火) ま で

.受験申請書の提出先

富山市新富町 2- 4 -22 富山県商工会館内

富山県職業能力開発協会

なお、詳細は、富山県職業能力開発協会 (ft0764

-32-9883) または、富山県職業訓練課(宮0764

-31-4111) まで。

高圧力、ス製造保安責任者試験
および高圧ガス販売主任者試験

県では、昭和59年度上期高圧ガス製造保安責任、

者試験および昭和59年度高圧ガス販売主任者試験

を実施します。

・試験の種類 丙種化学(液石)、丙種化学(特別)、

第3種冷凍機械の各製造保安責任者

第 1種、 2種の販売主任者

・言式号食日 5月22日(日)

・願書受付 4 月 16 日 ~ 4 月 20 日

・受付場所 富山市新総曲輪 1-7 

富山県環境整備課

なお、詳細は県環境整備課 (ft0764-31-4111

⑮774)まで。

中国遼寧省歌舞団(音楽団)
の富山県公演

遼寧省歌舞団、民族音楽団の一行30名が来県し

次のとおり公演を行います。

5月 8日(火)午後 6時開演県教育文化会館

5月 9日(水)午後 3時30分間演県教育文化会館

5月10日(木)午後 1時30分間演砺波市文化会館

なお、入場は無料。

ぉg誌の闘にお届けします県広報火薬類取扱および
製造保安責任者試験

県では、昭和59年度火薬類取扱及ぴ製造保安責

任者試験を実施します。

・試験の種類 甲種火薬類取扱保安責任者

乙種火薬類取扱保安責任者

丙種火薬類製造保安責任者

・3式庫負日 5月27日(日)

・願書受付 4 月 16 日 ~4 月 20 日

・受付場所 富山市新総曲輪 1- 7 

富山県環境整備課

なお、詳細は県環境整備課 (ft0764-31-4111

⑮773)まで。

広報課では、この「県広報とやま」のほか、テレ

ビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹介や

暮しに欠かせない情報を提供しています。

|新 聞広wl
県の主な施策や事業を紹介し、当面する課題をみな

さんと一緒に考えるとともに、生活情報を提供します。

0北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日「みんなの県政」

0朝日、 毎 日

毎月 第 2・最終土曜日「県からのお知 らせ」
電気工事士試験

県では、昭和59年度電気工事士試験を実施しま

す。

・試験日 筆記試験...6月10日(日)

f支能言式草食・・・7月15日(日)

・願書受付 4 月 23 日 ~ 5 月 9 日

・受付場所 富山市新総曲輪 1- 7 

富山県環境整備課

なお、詳細についつは県環境整備課(宮0764-

31-4111⑮773)まで。

lテレビ広認]
KNB Iこんにちは富山県で-す」

県政の諸施策、問題点を、みなさんに知っていた

だくための番組です。

毎週日曜日、午前8時"'8時30分

4月のKNBiこんにちは富山県で、す」

ナチュラリスト養成講座開講

県では、新し くナチュラリストになろうと希望

される方のために、ナチュラリスト養成講座を開

講します。希望の方は、どしどしご応募くださし、。

なお、詳細は県自然保護課 (ft0764-31-4111

⑮781、782)まで。

1日 世界への跳躍を目指す日本海の技術中枢

8日 一本の木の効用~緑化週間~

15日 ことしの予算

22日 いきいき富山観光キャンペーン'84

29日 県出身者出演による県のイメー ジアップ

富山テレビ 1110万人のひろば
ークイス.'，フォーカスインー」

県内のいろいろな話題、さまがまな施設、みなさ

んの関心事などを、クイズ形式で楽しく紹介する、

ふる さと再発見番組です。

毎週日曜日 、午前9時"'9時30分

4月の街頭献血日程

月日曜 場 所 時 間 月日曜 I暴 所 B者 間

4/6f創 入善町役場前 10: 00~15: 30 4/15(日)富山市中央通り 10: 00~16: 00 

7出 富山駅前 1O :00~16:00 1~ 大館前沢野町立図書 10: 00~15: 30 

7仕)高岡駅前 10: 00~15: 30 21は)富山駅前 10: 00~16: 00 

8(日)富山西武 10: 00~ 16: 00 21出 魚ザ津前市サンプラ 10: 00~15 : 30 

12f木)立山町役場前 10: 00~15: 30 2日本)庄川町役場前 10: 00~15 : 30 

13(創 新湊市役所前 10 : 00~15:30 28(土)富山駅前 10: 00~16 : 00 

14(土)富山駅前 10: 00~16: 00 28(土j高岡駅前 10: 00~15 : 30 

14(土j高岡駅前 10:00~15:30 29:日) 高岡駅前 10: 00~15: 30 

111万人のカがあって、祈世紀のブ。ラ/会sあJ犬、

t 県民相談室

j お気軽に相談を
3 一 一 a 高岡地方県民相談室i 県の仕事について、ご意見、ご照会、 一一 ー一一←-

i 苦情などがありましたら、お気軽に次 魚津地方県民相談室

i の県民相談室へご相談くださL、。

; 同方県民相談室

4月号 新世紀ヘ羽ばたく ・ 富山空港開港一表 1 ・ 表 2 ・ 1 ~ 5

新世紀への基盤づくりをめざして 6 ~ 18 

厳しさの中にも積極性を

昭和59年度予算の概要

-
も

く

じ
冬期間の通行も可能に

五箇山トンネル開通

19~ 2 1 

健やかな青少年の育成をめざして 22~23 

20世紀の多面的な美術の様相を紹介一一一一一一24~25

トピ ックス 県政のうごき 26~27 

お茶の間にお届けします県広報 28 

お知らせ 表 3

やめよう 止めよう 飲酒 ・暴走運転一一一一一一表 4

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮富山31-4111(内

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21-9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮砺波33-5151

28  




